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小
国
町
議
会
議
長

髙

野

健

人

年
頭
の
ご
挨
拶

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
初
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
こ

れ
ま
で
同
様
、
町
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け

ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
山
形
・
新
潟
両
県

を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
は
、
町
の
孤
立
化
を
招
き
町
民
の
生
命
・
健
康

が
脅
か
さ
れ
る
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
の
一
刻

も
早
い
復
旧
は
、
各
方
面
か
ら
強
く
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
は
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
「
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
」
や
「
議
会
議
員
と
語
る
会
」
を
開

催
し
、
町
民
と
の
対
話
を
と
お
し
、
ま
ち
の
活
力
の
醸
成
、
町
民
の

幸
せ
づ
く
り
に
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
参
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
町
民
一
人
一
人
の
声
に
一
層
耳
を
傾
け
、
議
会
一

丸
と
な
っ
て
、
行
政
と
と
も
に
山
積
す
る
課
題
に
全
力
で
取
り
組
み
、

町
民
の
付
託
に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
で
あ
る
「
癸
卯（
み
ず
の
と
う
）」
は
、
こ
れ
ま
で
の
努

力
が
実
を
結
び
、
勢
い
よ
く
成
長
し
飛
躍
す
る
年
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
く
実
り
多
い
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。 



　

8
月
豪
雨
被
害
復
旧
の
た
め
の
大
型
追
加
補
正
を
行
っ
た
。

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
と
し
て
事
業
者
に
対
す
る

支
援
や
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
確
保
に

つ
い
て
も
補
正
提
案
さ
れ
、す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

豪雨対策
復興進める

国、県の補助を受け被害を受けた道路や
　　　　　　　施設の復旧活動が進められています。

大型補正可決

臨
時
会

 

あ
ら
ま
し

臨時会10/11

主な補正予算
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土木施設復旧測量設計等
浄化センター災害復旧工事

……９億３９４８万円
…６億３４３０万円

……………７５万円

…………５０万円

……………９１９万円
…………………………４５００万円

…２０００万円

……１４１８万円

低所得世帯に５万円（申請不要）
社会福祉扶助費
　障害者福祉施設、児童福祉施設、介護施設、医療施設へ
事業者の省エネ機械設備の更新導入補助

オミクロン株対応ワクチン追加接種

復 旧

養殖次期生産支援事業費
　イワナ養殖への支援
被災者生活再建支援見舞金
　中規模半壊世帯への見舞金

支 援

主な内容（補正総額１６億７５６９万円）
◆災害関係

◆エネルギー・物価高騰対策

◆ワクチン接種

▶
冬
の
水
確
保
の
た
め
仮
復
旧
を
終
え
た

　

井
の
下
堰
水
路
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人
事
院
勧
告
を
受
け

給
与
・
手
当
な
ど
の
引
き

上
げ
提
案
を
可
決
し
た
。

人事院プラス勧告
一般職員４月に遡り引き上げ

臨時会
11/25

問 

人
事
院
勧
告
っ
て
な
に
？

答 

公
務
員
の
給
与
・
勤
務
条

件
な
ど
が
、
社
会
一
般
の
情

勢
に
適
応
す
る
よ
う
に
、
国

会
お
よ
び
内
閣
に
対
し
て
人

事
院
が
行
う
報
告
と
勧
告
の

こ
と
。
そ
れ
を
受
け
て
地
方

公
共
団
体
の
職
員
の
給
与
も

見
直
し
さ
れ
る
。
例
年
実
施

さ
れ
て
い
る
。

ち
ょ
こ
っ
と
解
説

人事院勧告を受け一般職員の月例
　　及び勤勉手当　特別職の期末手当……４０７万円

主な内容（補正総額４０７万円）
◆賃金等の引き上げ

これに合わせるための条例の改正も行いました。

人事院HPより

民間給与の調査（実地）

情勢適応の原則
（民間準拠）

俸給表・手当の改定内容を決定

人　事　院　給　与　勧　告

国　会
（給与法の改正） （勧告の取扱い決定）

内　閣法案提出

国家公務員（行政職（̶））と民間の給与を比較

事業所別調査 従業員別調査 4月分給与
（約46万人を対象）
※給与改定の有無に
　かかわらず調査

（企業規模50人以上かつ事業所規模50人以上）
【全国11,100事業所】（母集団約50,200事業所）〔平成21年〕

国家公務員給与の調査
〈個人別給与〉

（約28万人（新規採用者等を除く）全員を対象）

給与改定や
雇用調査等の状況

民間の特別給の
年間支給割合との比較

各府省、職員団体等の
要望・意見を聴取

仕事の種類、役職段階、勤務地域、学歴、年齢を
同じくする者同士の給与を比較（ラスパイレス方式）

・各地域において有識者、
　中小企業経営者等との意見交換
・モニター等を通じた国民各層からの
　意見聴取

ボーナス
〈前年8月から当年7月まで〉

4月分給与（行政職（ー））

臨
時
会

 

あ
ら
ま
し

人事院勧告の流れ
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次期センター建設工程変更
実施計画業務を２年に分割

１２月定例会

　

12
月
１
日
か
ら
７
日
に
お
い
て
令
和
４
年

度
12
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、補
正
予
算
8

件
、条
例
案
件
8
件
、契
約
案
件
1
件
に
つ
い

て
承
認
し
た
。

　

一
般
質
問
は
4
名
、そ
れ
ぞ
れ
が
調
査
を

踏
ま
え
て
町
執
行
部
と
議
論
を
交
わ
し
た
。

主な内容（補正総額２億３２６５万円）

…………………………２０４０万円返礼品等経費
（ふるさと納税の見込みは１億５６００万円）

◆ふるさと納税

…▲１億６４００万円次期センター実施設計業務他
◆次期センター建設

………４０００万円一般会計からの繰入金の追加
◆老人保健施設事業会計

……２億５０００万円一般会計からの繰入金の追加
◆病院事業会計

………………………２０１０万円事業者への支援
◆エネルギー高騰対策

……………………６０万円短期留学補助金（再開）
◆小国高等高校

……１４００万円林道横根山線ほか災害復旧工事
◆災害復旧

ふるさと納税の仕組み　小国町HPより
順位金額は総務省HPより転記

　小国町の実績は昨年実績より1600万円下
がる見込み。小国町を知ってもらい、魅力あ
る返戻品を提供していくことが期待される。

 1 位　寒河江市　39億4600万円
12位　長 井 市　13億9300万円
26位　小 国 町　1億7200万円
29位　飯 豊 町　1億4100万円
35位　白 鷹 町　8878万円

主な補正予算
12
月
定
例
会

あ
ら
ま
し

とくだし❶

とくだし❷

とくだし❸

とくだし❶
山形県の

ふるさと納税実績
２０２１年度分

納税者
（寄付者）

③領収通知書を
　添付して確定申告

小国町
（地方公共団体）

②領収通知書

①小国町に寄付

⑤住民税の税額控除（翌年度）

住所地の市区町村

④所得税の還付

最寄の税務署
または住所地の
市区町村

連絡
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病
院
会
計
へ

 

２
億
５
０
０
０
万
円
繰
り
入
れ

　

本
業
の
医
業
収
益
が
２
億
２
５
０
０
万
円
の

減
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
令
和
４
年
度
の
繰
入
金
は
約
五

億
円
と
な
っ
た
。

　

近
年
の
繰
入
金
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
立
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る

中
、持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
目
指
す
た
め
監

査
法
人
よ
り
助
言
を
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

全体工期も明らかに

本業のマイナスは
　一般会計からの繰入金でカバー

町民は何を求めていくのか

総務厚生常任委員会に提出された資料より

理由
①設計期間が約一年必要
②財政確保に合わせた予算とするため
③本年度の取り組みに時間を要した（町民説明会、豪雨対応等）

とくだし❷

次期総合センター実施設計のマイナス予算について
9月定例会で承認となった本実施計画予算を2か年に分けることになった。

次期総合センター整備スケジュール（案）

年次計画
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026
R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

土地利用計画
実施設計予備調査
実施設計その1
実施設計その2
地質調査（一部実施設計に含む）
建設工事
周辺工事

とくだし❸

１２月定例会
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田沢川中継ポンプ場（西踏切）

◆
小
国
町
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

要
　
旨

①
定
年
の
引
き
上
げ

　

令
和
5
年
度
よ
り
段
階
的
に

5
歳
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

②
役
職
定
年
制
の
導
入

　

原
則
60
才
到
達
時
の
翌
年
度

４
月
１
日
ま
で
に
降
任
す
る
。

③
60
歳
以
降
で
定
年
前
に
退
職

し
た
場
合
、
定
年
ま
で
短
時

間
勤
務
で
採
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

◆
小
国
町
職
員
の
定
年
引

上
げ
等
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

要
　
旨

　

給
与
は
60
歳
時
点
の
70
％
と

な
る
。

◆
小
国
町
議
会
議
員
及
び
小

国
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
に
要
す
る
費
用

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

要
　
旨

　

公
費
で
の
限
度
額
の
引
き
上

げ
。

　
契
約
変
更

◆
令
和
４
年
度
小
国
町
公

共
下
水
道
事
業
小
国
浄

化
セ
ン
タ
ー
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
策（
建

築
改
修
）工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

要
　
旨

 

「
一
の
滝
中
継
ポ
ン
プ
場
及
び

田
沢
川
中
継
ポ
ン
プ
場
」
の

入
札
不
調
に
よ
り
発
注
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
す
で
に
契

約
し
て
い
る
小
国
浄
化
セ
ン

タ
ー
工
事
の
増
工
工
事
と
し
、

金
額
及
び
工
期
に
つ
い
て
一

部
変
更
し
た
も
の
。

　
陳
　
情

◆
令
和
５
年
度
理
科
教
育

設
備
整
備
費
等
助
成
金

予
算
計
上
に
つ
い
て
の

お
願
い

陳
情
者
　

公
益
社
団
法
人

　

日
本
理
科
教
育
振
興
協
会

会
長　

大
久
保　

昇

◆
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨

収
集
を
推
進
し
、
そ
の

尊
厳
を
守
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

陳
情
者
　

沖
縄
戦
の「
戦
争
」か
ら
学
ぶ
会

代
表　

漆
山　

ひ
と
み

◆
令
和
４
年
度
建
設
振
興

策
に
関
す
る
要
望
書

陳
情
者　

一
般
社
団
法
人

　

山
形
建
設
業
協
会　

会
長　

國
井　

仁

一
般
社
団
法
人

　

西
置
賜
建
設
業
協
会

会
長　

那
須　

正

◆
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
実
現
の
た
め
、
ゆ
と
り

あ
る
提
供
体
制
と
処
遇
改

善
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
陳
情
書

陳
情
者

山
形
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　

執
行
委
員
長

渡
辺　

勇
仁

※
小
国
町
議
会
の
対
応

全
て
に
対
し
議
員
配
布

主
な
条
例
の
改
正

１２月定例会
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温身平森林セラピー

●森林サービス産業の創出と
　　　　　　経済効果はあるのか
●水害・雪害から高齢者を守るには

一 般 質 問

間 宮尚江議員
ま みや ひさ え

●
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業

地
域
の
利
益
を
最
大
限
に

間
宮　

新
た
な
成
長
産
業

で
あ
る
森
林
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
期
待
は
大
き
い
。
森

林
空
間
で
提
供
さ
れ
る
サ

ー
ビ
ス
は
、
多
様
な
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
の
機
会
で
も
あ

る
。
山
村
活
性
化
支
援
金

を
活
用
し
た
施
策
で
あ
る

が
、
地
域
循
環
経
済
へ
の

展
望
を
伺
い
た
い
。

産
業
の
創
出
に
結
び
つ
け

た
い

町
長　

広
大
な
森
林
空
間

の
活
用
に
か
か
る
新
た
な

展
開
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
や
人
材
育
成
な
ど
、

地
域
内
外
の
多
様
な
主
体

が
関
わ
る
産
業
の
創
出
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
企
業
等

に
対
し
、
滞
在
型
の
複
合

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
調
査
研
究
を
図
る
た

め
本
年
6
月
補
正
予
算
で

可
決
い
た
だ
い
た
。
企
業

の
森
林
空
間
へ
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
、
自
立
化
へ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
。
将
来
的
に
地
域
内
外

で
合
意
形
成
を
図
り
な
が

ら
、
事
業
を
中
心
と
な
っ

て
進
め
る
協
議
会
等
の
組

織
を
設
立
し
、
持
続
し
て

人
材
確
保
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
た
い
。
山

村
地
域
全
体
へ
の
経
済
効

果
の
波
及
に
繋
げ
る
と
と

も
に
、
宿
泊
施
設
等
の
関

係
施
設
と
連
携
し
て
進
め

る
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果

も
見
込
ん
で
い
き
た
い
。

●
水
害
・
雪
害

高
齢
者
に
寄
り
添
う
温
か

い
福
祉
的
対
応
を

間
宮　

豪
雨
に
よ
る
激
甚

災
害
や
雪
害
が
発
生
し
た

場
合
、
高
齢
者
が
適
切
か

つ
迅
速
に
避
難
支
援
す
る

体
制
を
充
実
す
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
。

情
報
の
把
握
と
共
有
を
図

る町
長　

災
害
対
策
基
本
法

に
よ
る
「
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
」
の
作
成
・
更

新
を
福
祉
部
門
と
防
災
部

門
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
顔

の
見
え
る
身
近
な
取
り
組

み
で
あ
る
自
主
防
災
組
織

率
向
上
と
活
性
化
を
図
り

た
い
。
災
害
時
に
、
安
全

か
つ
確
実
に
避
難
す
る
た

め
に
は
事
前
の
準
備
と
関

係
者
が
一
体
と
な
っ
た
支

援
が
重
要
で
あ
る
。

間
宮　

指
定
避
難
所
内
に

※
福
祉
避
難
空
間
が
必
要

で
あ
る
。
紙
お
む
つ
備
蓄

に
お
け
る
支
給
基
準
を
含

む
紙
お
む
つ
等
交
換
空
間

を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と

を
望
む
。

※
福
祉
避
難
空
間
の
設
置

　

2
0
1
3
年
、
内
閣
府

に
よ
り
一
般
避
難
所
内
に

福
祉
避
難
室
を
あ
ら
か
じ

め
考
え
て
お
く
と
い
う

「
避
難
所
に
お
け
る
良
好

な
生
活
環
境
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
指
針
」
が

示
さ
れ
た
。
本
町
で
は

「
温
身
の
郷
」「
お
ぐ
に
保

育
園
」
及
び
民
間
施
設
4

ヵ
所
と
設
置
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。

間
宮

間
宮

間
宮

町
長
町
長

町
長
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一 般 質 問

除雪センター裏　災害状況

8月の大雨による災害の
今後の復旧計画は

安部春美議員
あ べ はる み

今
後
の
復
旧
は

安
部　

今
年
8
月
3
日
か

ら
の
大
雨
に
よ
る
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
町
民
生
活

に
直
接
支
障
の
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
早
急
に
復
旧

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

後
の
復
旧
計
画
は
。

計
画
的
に
進
め
る

町
長　

豪
雨
災
害
は
町
道
、

林
道
、
河
川
、
水
道
、
下

水
道
施
設
、
農
業
用
施
設

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
被
害
額
は
26
億
円
程

度
で
あ
る
。
そ
の
後
も
被

害
の
調
査
を
行
い
、
町
単

独
で
実
施
可
能
な
箇
所
に

お
い
て
は
復
旧
工
事
を
進

め
て
き
た
。

　

大
規
模
な
被
害
箇
所
は

国
の
公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
事
業
な
ど
災
害
査
定

額
の
対
応
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
国
に
よ
り
激
甚
災

害
に
指
定
す
る
と
決
定
し
、

本
町
の
災
害
復
旧
事
業
に

対
す
る
国
の
財
源
措
置
が

拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 　

今
後
も
早
急
な
復
旧
に

向
け
国
、
県
な
ど
関
係
機

関
に
対
し
て
適
切
な
要
望

を
継
続
し
て
い
く
。
ま
た
、

国
の
災
害
復
旧
国
庫
補
助

や
、
多
面
的
機
能
支
払
い

交
付
金
に
該
当
し
な
い
地

区
の
農
業
者
等
に
対
し
て

町
と
し
て
支
援
す
る
こ
と

と
し
、
47
件
1
8
7
5
万

円
の
申
請
が
あ
っ
た
。

　

林
道
災
害
に
お
い
て
は
、

25
路
線
1
2
0
箇
所
の
被

災
が
確
認
さ
れ
た
。
5
路

線
8
箇
所
に
お
い
て
大
規

模
な
災
害
が
あ
り
、
国
の

災
害
復
旧
事
業
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

土
木
下
水
道
施
設
の
被

災
は
町
道
30
路
線
、
河
川
、

下
水
道
施
設
で
被
害
が
あ

っ
た
。
国
と
町
で
は
復
旧

に
向
け
た
対
応
が
分
か
れ

て
い
る
。　

　

ま
た
、
除
雪
セ
ン
タ
ー

裏
の
法
面
工
事
は
発
注
を

終
了
し
現
在
施
工
中
で
あ

る
。
被
災
件
数
も
多
い
た

め
、
効
率
的
な
実
施
を
第

一
に
考
え
進
捗
を
図
り
た

い
。
日
常
生
活
、
産
業
、

経
済
活
動
に
影
響
が
大
き

い
箇
所
を
優
先
的
に
対
応

し
て
、
計
画
的
、
段
階
的

な
復
旧
に
努
め
て
い
く
。

安
部　

梅
花
皮
橋
の
復
旧

は
降
雪
時
期
ま
で
に
は
完

成
す
る
の
か
。

町
長　

12
月
末
ま
で
に
は

完
成
す
る
。

安
部　

大
規
模
林
道
の
復

旧
は
。

地
域
整
備
課
長　

2
箇
所

の
国
の
災
害
復
旧
の
査
定

を
う
け
る
と
い
う
形
で
申

請
を
行
っ
て
い
る
。
手
前

側
の
被
災
箇
所
は
車
両
通

行
不
能
の
た
め
段
階
的
に

工
事
を
行
う
。

安
部

安
部

安
部

地
域
整
備
課
長

町
長

土
砂
で
埋
ま
っ
た
大
規
模
林
道

町
長
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小 林　嘉議員
こ ばやし よしみ

●
米
坂
線
復
興
の
要
望
活

動
　

小
林　

米
坂
線
復
興
の
要

望
活
動
は
、
沿
線
自
治
体

と
の
強
力
な
連
携
に
よ
り

進
め
る
べ
き
。

ま
ず
は
米
坂
線
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
の
役
員
で

町
長　

被
災
直
後
に
国
土

交
通
大
臣
が
現
地
視
察
し

た
際
、
沿
線
関
係
市
町
長

が
早
期
復
旧
を
お
願
い
し

た
。
大
臣
か
ら
は
国
の
責

任
で
復
旧
に
尽
力
す
る
と

の
回
答
を
得
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
新
潟
支

社
に
は
、
県
内
沿
線
市
町

と
連
名
で
要
望
を
し
、
そ

の
後
、
支
社
長
が
来
庁
し

意
見
交
換
を
し
た
。
当
面

は
代
行
バ
ス
運
行
の
継
続

が
想
定
さ
れ
る
の
で
冬
季

間
の
対
応
も
含
め
、
米
坂

線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

の
役
員
と
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
㈱
新
潟
支
社
長
と

の
面
談
を
計
画
す
る
。

強
い
復
旧
要
望
が
あ
る

小
林　

通
学
の
高
校
生
、

町
外
で
生
活
し
て
い
る
小

国
出
身
者
、
運
転
免
許
証

返
納
者
な
ど
、
様
々
な
方

か
ら
の
早
期
復
旧
を
望
む

声
が
あ
る
。
住
民
を
巻
き

込
ん
で
の
復
旧
運
動
が
必

要
で
は
な
い
か
。

要
望
は
沿
線
住
民
と
共
に

町
長　

復
旧
を
望
む
声
が

多
く
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
早
期
全
線
復
旧

に
向
け
、
県
や
沿
線
市
町

村
と
連
携
し
、
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け
を
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
と
の
情

報
交
換
を
深
め
、
地
域
へ

の
情
報
提
供
は
も
ち
ろ

ん
、
沿
線
住
民
の
協
力
連

携
も
視
野
に
要
望
活
動
を

し
て
い
く
。

●
移
住
者
の
住
居
が
不
足

小
林　

移
住
者
向
け
の
町

内
住
宅
事
情
が
ひ
っ
迫
し

て
い
る
。
人
口
増
加
の
潜

在
要
因
を
無
に
し
な
い
よ

う
、
空
き
家
の
紹
介
や
子

育
て
支
援
住
宅
な
ど
居
住

環
境
の
整
備
を
望
む
。

多
様
な
手
法
に
よ
り
居
住

確
保
に
努
め
る

町
長　

公
営
、
民
間
を
含

め
町
内
の
住
宅
団
地
は
満

室
に
近
い
状
況
に
あ
る
。

町
外
か
ら
就
職
、
転
職
、

移
住
な
ど
に
対
応
す
る
居

住
環
境
は
十
分
と
は
い
え

な
い
。
特
に
移
住
者
の
方

は
空
き
家
利
用
の
希
望
が

多
く
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
る
。

　

人
の
動
き
や
求
め
る
住

宅
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、

民
間
事
業
者
等
と
の
連
携

を
含
め
、
多
様
な
手
法
に

よ
る
居
住
環
境
の
確
保
を

図
り
た
い
。

小
林

小
林

小
林

町
長

町
長

町
長

復旧を待つ米坂線

小国町ぎかいだより■JANUARY.2023

●JR米坂線の早期復興を
●移住者の住居環境の整備を



渡邊重信議員
わた なべ しげ のぶ
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小国町の観光施策は
　　　停滞していないか

観
光
推
進
の
課
題
は
何
か

　
渡
邊　

観
光
施
策
が
計
画

と
お
り
に
進
ん
で
い
な

い
。
何
が
課
題
な
の
か
。

「
チ
ー
ム
小
国
」
の
「
稼
ぐ

力
」
を
発
揮
で
き
な
い

町
長　

観
光
協
会
や
地
域

総
合
商
社
、
白
い
森
㈱
、

よ
こ
ね
物
産
直
売
所
、
地

域
団
体
等
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
組

織
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

で
民
間
事
業
者
の
「
稼
ぐ

力
」
を
引
き
出
し
「
チ
ー

ム
小
国
」
の
力
を
結
集
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
る
こ
と
や
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
や

「
稼
ぐ
力
」
を
醸
成
す
る
手

段
や
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
、

い
ま
だ
手
探
り
の
状
態
で

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

こ
れ
ら
の
連
携
、
調
整
が

大
き
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。

行
政
の
役
割
は
何
か

渡
邊　

観
光
に
お
け
る
行

政
の
役
割
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。

関
係
団
体
の
「
つ
な
ぎ
役
」

と
し
て
下
支
え
が
役
割

町
長　

連
携
事
業
を
通
じ

事
業
の
効
果
や
反
省
点
を

共
有
、
検
証
す
る
と
と
も

に
、
継
続
で
き
る
体
制
を

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
関

係
団
体
の
「
つ
な
ぎ
役
」

と
し
て
、
下
支
え
を
し
て

い
く
こ
と
が
基
本
的
な
役

割
と
認
識
し
て
い
る
。

連
携
事
業
の
成
果
は

渡
邊　

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
組

織
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ

る
成
果
を
、
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
の
か
。

広
域
で
旅
行
業
を
活
用

町
長　

地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ

「
や
ま
が
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

観
光
局
」
は
置
賜
管
内
二

市
三
町
で
組
織
さ
れ
観
光

振
興
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　

本
町
に
は
旅
行
業
を
有

す
る
団
体
が
な
い
こ
と
か

ら
単
独
で
の
取
り
組
み
に

は
限
界
が
あ
り
、
広
域
で

取
り
組
む
こ
と
で
、
効
果

的
な
観
光
施
策
の
展
開
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
狙
っ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

の
「
稼
ぐ
力
」
の
下
地
が

少
し
ず
つ
構
築
さ
れ
て
い

る
。

行
政
の
役
割
が
果
た
せ
て

い
な
い

渡
邊　
「
チ
ー
ム
小
国
」
の

力
の
結
集
や
「
つ
な
ぎ
役
」

の
役
割
が
果
た
せ
て
い
な

い
。
も
っ
と
町
民
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で

は
な
い
か
。

基
礎
づ
く
り
は
行
政
中
心

で町
長　
「
チ
ー
ム
小
国
」
の

連
携
が
で
き
る
よ
う
、
行

政
が
中
心
に
な
っ
て
進
め

る
。

渡
邊

渡
邊

渡
邊

渡
邊

町
長

チーム小国の強化を朽ちてきたイス　ハード面の整備も

小国町ぎかいだより■JANUARY.2023

町
長

町
長

町
長



「小国高校の魅力化の状況」R5以降の放課後の活動をより充実させるには？
柴田議員

12 小国町ぎかいだより■JANUARY.2023

　11月8日小国町議会議員と小国高校3年生との意見交換会を行いました。
　小国高校の授業で取り組んでいる「白い森未来探究学」の「地域構想学」として、小国町役場
の各部署が抱える課題について、テーマごと調査活動を行っています。その授業の一コマとして
実施しました。
　5テーマを9グループに分け、地域課題に対して高校生の考え方やアイディアを聞きながら意見
交換・発表を行いました。
　政策提言をまとめるにあたり、高校生の意見発表も参考にして話し合いを重ねていきます。

町の課題について小国高校生と意見交換

「子育て支援」
子育てしやすいサービスの調査

間宮議員

「小国高校の魅力化の状況」

R5以降の放課後の活動をより

充実させるには？
今　議員
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「移住者の状況」
もっと増やすにはどうしたらいいか？（移住希望者に向けた情報発信）

小林議員

「ふるさと納税の現状」
寄付額を増やすというより、どうしたら多くの方に共感して寄付してもらえるか？

安部議員

「ごみの年間排出量の状況」

もっと減らすにはどのような工夫が

必要か?
髙野議員・伊藤議員

「ふるさと納税の現状」
寄付額を増やすというより、どうしたら多

くの方に共感して寄付してもらえるか？
遠藤議員

「子育て支援」
子育てしやすいサービスの調査

渡邊議員

「移住者の状況」
もっと増やすにはどうしたらいいか？

（移住希望者に向けた情報発信）
小関議員
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議会活動報告

山
形
市　

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

山
形
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

10
24

◆
演
題
①
　「
政
治
分
野
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て
」

◆
講
師
　
　
上
智
大
学
法
学
部
教
授
　
三
浦
　
ま
り  
氏

　

令
和
の
時
代
に
あ
っ
て
、
世
代
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
わ
き
ま
え
る
。
時
代

の
変
遷
を
理
解
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

動
画
に
よ
る
研
修
。

◆
演
題
②
　「
逆
参
勤
交
代
が
創
る
山
形
の
未
来
」

◆
講
師
　
　
三
菱
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
　
松
田
　
智
生
　
氏

　

都
市
の
働
き
手
を
地
域
へ
動
か
す
、
新
た
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

タ
イ
ル
の
考
え
方
で
、
人
材
の
争
奪
か
ら
共
有
へ
と
い
う
関
係
人
口

創
出
に
む
け
た
内
容
。

小
国
町
役
場
庁
舎

小
国
町
・
関
川
村
議
会
議
員
交
流
会

10
18

◆
演
題
　「
小
国
高
校
の
価
値
と
は

〜
小
国
高
校
と
小
国
町
に
よ
る
魅
力
化
の
取
り
組
み
〜
」

◆
講
師
　
小
国
町
教
育
委
員
会
　
高
校
魅
力
化
推
進
室
長

髙
橋
　
俊
典  

氏

　

第
五
次
小
国
町
総
合
計
画
に
お
け
る
保
小
中
高
一
貫
教
育
の
取
り
組

み
、
町
や
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
地
域
留
学
の
内
容
に
つ
い
て
。

◆
視
察
　
酒
蔵
カ
フ
ェ
「
カ
モ
ス
ク
」
　

　

店
長
の
村
上
友
梨
さ
ん
か
ら
、
２
階
の
会
員
専
用
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
の
案
内
、
説
明
。

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル

置
賜
地
域
道
路
整
備
促
進
大
会

10
27

◆
演
題
　「
道
路
を
取
り
巻
く
最
近
の
話
題
」

◆
講
師
　
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
道
路
調
査
官

高
松
　
昭
浩  

氏

■
当
日
は
、
小
国
町
代
表
と
し
て
西
置
賜
行
政
組
合
消
防
署
小
国
分

署 

寒
河
江　

純 

消
防
指
令
に
よ
る
救
急
医
療
の
時
間
短
縮
に
つ
い

て
の
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

長
井
市　

タ
ス

西
置
賜
地
区
市
町
議
会

　
　
　
連
絡
協
議
会
定
例
総
会

11
7

◆
演
題
　「
集
落
消
滅
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

◆
講
師
　
山
形
大
学
東
北
創
生
研
究
所
所
長

村
松
　
　
真  

氏

　

山
形
県
内
、
西
置
賜
、
小
国
町
の
年
齢
別
人
口
推
計
を
基
に
地
域

の
未
来
像
、
高
齢
者
問
題
等
を
含
む
地
域
の
在
り
方
、
新
た
な
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て
。

道  

路  

関  

係
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お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

　
　
　
　
　

建
設
促
進
道
路
講
演
会

11
11

◆
演
題
　「
山
形
河
川
国
道
事
務
所
の
事
業
概
要
」

◆
講
師
　
国
土
交
通
省
　
東
北
地
方
整
備
局

　
　
　
　
　
　
山
形
河
川
国
道
事
務
所
　
事
務
所
長
　
橋
本
　
裕
樹  

氏

■
小
国
町
・
飯
豊
町
・
関
川
村
議
会
議
長
及
び
、
同
町
村
関
係
諸
団
体
に

よ
る
要
望
活
動
。　

11
月
10
日
　
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
　
中
央
要
望

11
月
14
日
　
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
要
望

　
　
　
　
（
東
北
地
方
整
備
局
・
山
形
河
川
国
道
事
務
所
）

11
月
16
日
　
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
要
望

　
　
　
　
（
北
陸
地
方
整
備
局
・
羽
越
河
川
国
道
事
務
所
）

山
形
市　

パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
推
進
研
修
会

9
30

◆
演
題
　「
遂
に
来
た
！
国
産
材
時
代
」

◆
講
師
　
前
林
野
庁
長
官
　
天
羽
　
　
隆  

氏

山
形
市　

パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル

や
ま
が
た
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
大
会

10
30

テ
ー
マ
「
木
材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

置
賜
ス
ポ
ー
ツ
交
流
プ
ラ
ザ

　
「
湯
る
っ
と
」の
改
修
工
事
が
終
了

　
　

改
修
工
事
費
２
億
６
７
３
０
万
円

「
湯
る
っ
と
」
と
は
…

　

ご
み
焼
却
に
よ
る
余
熱
利
用
施
設
と
し
て
、
温
水
プ
ー
ル
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ス
タ
ジ
オ
、
浴
室
を
備
え
、
屋
外
に

は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
等
を
配
置
し
、
平
成
21
年
か
ら
供
用
開
始
。

年
間
利
用
数
は
10
万
人
（
計
画
は
５
万
７
千
人
）
を
超
え
る
状

況
と
な
り
、
令
和
３
年
８
月
か
ら
改
修
工
事
に
着
手
、
令
和
４

年
10
月
か
ら
営
業
。

置
賜
行
政
組
合
と
西
置
賜
行
政
組
合
の
救
急
指

令
セ
ン
タ
ー
統
合
に
向
け
た
視
察
。

最
新
シ
ス
テ
ム
及
び
運
営
状
況
に
つ
い
て
現
場

視
察
を
行
っ
て
き
た
。

会
津
若
松
・
喜
多
方

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
へ

行
政
視
察

11
2

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

西
置
賜
行
政
組
合

森
林
・
林
業
関
係
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編

集

後

記

議
会
に
対
し
て
の
ご
質
問
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局 

（
６
２
）２
４
４
８

次
は
3
月
定
例
会
で
す
。
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
干
支
う
さ
ぎ
は
穏

や
か
で
温
厚
な
性
質
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
家
内
安
全
」
ま

た
、
そ
の
跳
躍
す
る
姿
か
ら

「
飛
躍
」
「
向
上
」
を
象
徴
す

る
も
の
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
　
　

　
景
気
が
好
転
ま
た
は
回
復
し
、

株
式
市
場
に
と
っ
て
は
縁
起
の

い
い
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
植
物
の
成
長
」
と
い
う

意
味
も
あ
り
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
の
に
最
適
な
年

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
国
町
議
会
議
員
も
己
に

磨
き
を
か
け
、
襟
を
正
し
更

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　

柴
田
（
記
）

発
行
責
任
者
　
　
　

議
　
　
長
　
髙
野
　
健
人

広
聴
広
報
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長
　
小
関
　
和
好

副
委
員
長
　
伊
藤
　
弘
行

　
　
委
　
　
員
　
渡
邊
　
重
信

柴
田
　
伸
也

間
宮
　
尚
江

小
林
　
　
嘉

Q
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。

A
ア
ス
モ
内
の
美
容
室M

A
G
IC

の
一
角
で
リ
ン
パ
ド
レ

ナ
ー
ジ
ュ
エ
ス
テ
を
し
て
い

ま
す
。
息
子
二
人
と
娘
一
人

が
い
て
、
旦
那
様
と
は
結
婚

し
て
20
年
が
経
ち
小
国
在
住

の
方
が
長
く
な
り
ま
し
た
。

Q
フ
ラ
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
。

A
米
沢
で
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ

ス
タ
が
あ
り
、
フ
ラ
を
見
ま

し
た
。
踊
っ
て
い
る
人
達
が

も
の
凄
く
幸
せ
そ
う
で
、
私

も
フ
ラ
を
習
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
ら
新
潟
を
拠
点

に
フ
ラ
の
講
師
を
し
て
い
る

先
生
が
、
小
国
で
も
レ
ッ
ス

ン
を
し
た
い
と
言
っ
て
下
さ

り
、
小
国
ク
ラ
ス
開
校
が
決

ま
り
ま
し
た
。

Q
会
員
は
何
名
で
す
か
。

A
大
人
が
8
名
、
子
供
が

5
名
で
、
他
に
も
新
潟
、
米

沢
、
埼
玉
、
湘
南
、
タ
イ
の

バ
ン
コ
ク
に
ク
ラ
ス
が
あ
り

総
勢
70
名
ほ
ど
で
す
。

Q
踊
る
に
あ
た
っ
て
注
意
す

る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

A
フ
ラ
は
膝
を
曲
げ
て
踊

る
の
で
、
姿
勢
や
筋
肉
の
使

い
方
を
き
ち
ん
と
意
識
し
て

使
わ
な
い
と
軸
が
ぶ
れ
る
た

め
、
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　

フ
ラ
は
ハ
ン
ド
モ
ー
シ
ョ

ン
で
歌
の
意
味
を
表
現
す
る

の
で
、
歌
詞
の
意
味
を
理
解

し
手
話
の
様
な
感
覚
で
踊
る

よ
う
に
し
ま
す
。
群
舞
な
の

で
周
り
の
人
の
動
き
や
気
配

を
感
じ
な
が
ら
踊
る
よ
う
に

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

Q
今
後
の
目
標
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

A
フ
ラ
を
躍
ら
せ
て
も
ら

え
る
機
会
が
増
え
て
、
フ
ラ

を
通
じ
て
癒
し
の
時
間
を
感

じ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
。
雪
深
い
小
国
町
に
も

ハ
ワ
イ
の
暖
か
い
雰
囲
気
を

醸
し
出
す
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ

ス
タ
や
、
フ
ラ
の
イ
ベ
ン
ト

が
ど
ん
ど
ん
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。

Q
最
後
に
町
民
の
方
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
ゆ
っ
た
り
と
し
た
心
地

よ
い
優
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
の

ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

に
身
を
任
せ
て
踊
る
フ
ラ

は
、心
身
と
も
に
癒
し
と
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
り
ま
す
。

3
歳
か
ら
1
0
0
歳
の
お
仲

間
大
募
集
で
す
。
健
康
癒
し

ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
も
人
数
が

集
ま
れ
ば
開
校
予
定
だ
そ
う

な
の
で
、
一
緒
に
フ
ラ
を
踊

り
ま
せ
ん
か
？
お
問
合
せ
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
の
芸
能
ま
つ
り
で

も
館
内
の
雰
囲
気
を
一
層
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
フ
ラ
の
皆

さ
ん
。
今
後
の
活
躍
に
目
が

離
せ
ま
せ
ん
ね
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　　

（
文
責　

柴
田
）

名　

前

三
島
木　

ま
ど
か
さ
ん

住　

所　

小
国
町
大
字
栄
町

出
身
地　

川
西
町
吉
島

H
āIau H

uIa O
  P
uaIe
hua

（
ハ
ー
ラ
ウ
・
フ
ラ
・
オ
・
プ
ア

レ
フ
ア
）小
国
ク
ラ
ス
代
表

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

私
も

　
お
ぐ
に
町
民


